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盤面を見つめる真剣な表情。何手先まで読めた
かな。
おうちにじぃじがいなくても、地域のじぃじが
大好きな将棋の相手をしてくれます。

【加美将棋サロン】
　毎月第３日曜日　午前９時から正午
　加美町住民バス予約センター内
　小学生から高齢者まで将棋対局を通じて
　楽しく交流しています（参加自由）



『地域買い物支援』の様子をご紹介します

　セブンイレブン加美下野目店さんでは、５月９日より、「地域買い物支援」として、小野田・宮
崎地区を対象に移動販売を開始しました。開始して約３ヶ月がたちますが、今回は宮崎地区で買い
物へ来た地域住民の方に、お話をうかがいました。

地域住民の方へ聞いてみました

Ｑ　移動販売が始まりましたが、どのような部
分で助かりますか？

Ａ　冬の事を考えると助かります。冬になれば
雪が降ったり、道路が凍結したりする中で買
い物に行くことになるので、近場で買い物が
できることは安心です。

　　あとは、夕食のメニューを悩んでいる時に、
売っている食材がヒントになるところでしょ
うかね（笑）

店員さんへ聞いてみました

Ｑ　買い物にくる地域の方は、どのような様子
で買い物をされていますか？

Ａ　移動販売を始めた頃は、物珍しさもあり、
普通に買い物をされていく感じでしたが、今
は会話をしながら楽しく買われていく印象で
す。顔を合わせる機会となっていて、地域の
方同士で、「元気か～？」などと、声掛けする
場面も見られるようになってきました。
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お話も弾み、笑顔でお買い物です

日用品から食材まで揃っています

《地域のお宝について》　支えあいや見守り活動、お茶っこ飲み会やサロンなど地域の中のみなさんの活動を『地域のお宝』として紹介いたします。

場　所
期　日
時　間

販売品

北原シルバーハウジング前
毎週㈫㈭

14:00～14:50

西小野田公民館前
毎週㈫㈭

15:00～15:50

宮崎福祉センター前
毎週㈬㈮

14:00～16:00

おにぎり、菓子パン、麺類、お弁当、サラダ、乳製品、菓子類など
その他、店舗で取り扱っている商品も注文があれば販売可能です。

　移動販売は始まったばかりですが、お客さんの中には、「口コミで聞いた」、「友達に誘われて来てみ
た」、などと少しずつですが、みなさんの間で話題として広がっているようです。
　売り場には、みなさんが座ってお話ができるように椅子も準備してあります。
　地域のみなさん！買い物ついでに、少しお話していきませんか？
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　小野田地区の月崎行政区内に工場を置く玉川電
器株式会社宮城工場のみなさんが、地域のボラン
ティア活動として月崎行政区内の一人暮らし高齢
者宅の草刈り作業を実施しました。
　昨年度から始まったこの活動は今回で２回目。
今年度は夏と秋の年２回を予定しているそうです。
　この日、実際に草刈り作業をしてもらった西塚
やよいさんは「きれいに刈ってもらってありがた
いです。昔から知っている地元の方が作業をして
くれるので安心できます」と話されていました。

地元企業が活躍！
草刈りボランティア活動

地域のお宝、見つけたよ！《地域のお宝について》　支えあいや見守り活動、お茶っこ飲み会やサロンなど地域の中のみなさんの活動を『地域のお宝』として紹介いたします。

ついでにイモリも
発見

おのだひがし園、おのだにし園、
みやざき園の『なかよしたんぼ』の田植えでは

地域のじぃじとばぁばが先生に
下野目子供会では

『げんじぼたるのげん田村』を守るため、
エサとなるカワニナを地域の子どもたちが放流。

まだまだ
あります

地域のお宝
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　顔なじみの関係ができるように、運動や
体操、お茶っこ飲み、おしゃべりなど趣味
や関心に合わせて地域のみなさんが気軽に
集まれる場所をつくります。
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生活支援コーディネーターからのお知らせ

通いの場づくり
　地域にどのような課題があるのか、情報
交換や解決するためには何が必要なのかな
ど話し合いができる場をつくり、地域で支
えあい・助けあいができるような仕組みを
考えます。

話し合いの場づくり

みんなで

「地域のお宝」
　　　 を見つけよう

具体的に「地域づくり」とは？

そのためには…

たとえば………

　情報を集めて、既存の活動や地域資源（お宝）を把握し、自分たちの地域にどのような課題があ
るかを一度整理します。そのうえで気軽に集まれる通いの場づくりや話し合いの場をとおして、支
えあい・助けあい活動ができるような地域づくりを生活支援コーディネーターがお手伝いいたしま
す。一緒にすすめていきましょう。

地域の良いところ（お宝）や課題などの情報を整理することが
必要です。

ラジオ体操、ウォーキング、お茶っこ飲み会、花いっぱい運動、
畑作業などなど、これらすべてが地域づくりに大切なお宝です。

～『支えあいの地域づくり』のために ～




